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系統豚「アキタ L」 を用いた交雑肥育豚の飼料給与試験

小 林 俊 博。冨 樫 祐 悦“・石 塚 条 次

(秋田県畜産試験場・ “由利農林事務所)

A 
「
eeding Experiment、 vith GrO、ving Pigs Crossbred 、vith a Pig Strain “Akita L''

Toshihiro KoBAYASI, Yuhetu To3ASHI* and Johii ISHlZUKΛ

(揃
atittCTL監
IrW認黒Ieξ胤]器Try° )

1 は じ め に

1989年度に完成した県産系統豚「アキタL」 を用いた系

統間交雑豚の発育及び肉質の向上に有効な飼料構成を明ら

かにする日的で,冬期及び夏期における飼料中の適正なエ

ネルギー水準 (以下「TDNJと いう)と粗蛋自質 (以下
「C PJと いう)の組合わせについて検討した。

2試 験 方 法

0)供試豚

表 1 試験区の構成
① 冬期試験 (期間 90年10月～91年 3月 )

3 試験結果及び考察

0)冬期試験
1)発育成績
1日 当りの平均CP摂取量は,去勢では試験区間に有意
な差が認められた。飼養標準では増体 l kgに要するリジン

摂取量は20 gl)と いわれているが,全ての区でこれを満た

していた。

雌でも,リ ジン摂取量は全ての区で208を超えていた。

ェネルギー摂取量及びリジン摂取量から関係式を求めD

Gを推測したところ,寄与率の大きかったものは以下のと

おりである。

去勢 (70-105kg)

DG=-26522015+5839 9233TDN-1083 426TDN2

-38772597L+86960902L2_0 224065TDN×

L  寄与率=063
雌 (30-70kg)

DG=68518436+103855 85TDN+1140 8387TDN2

1150461L+78657376L2-8359 595TDN× L

寄与率=064

系統間二元交雑豚LWD
L:「ア■夕LJ

W:「イワテハヤチネダブルJ・ 「サクラ401」

DI「サクラ201J

12)試験期間・試験区の構成

試験区の構成を表 1に示した。調査項目は,増体量,飼

料要求率,と 体形質,成分分析,舎内温度等である。

② 夏期試験 (期間 91年 4月 ～91年 10月 ) (単位 :%)

(Lは リジン摂取量g/day,TDNはTDN摂取量峰

/day)
2)と体成績及び枝肉 (骨抜き)一般成分

正肉歩留は去勢, 雌とも赤肉割合の高い区が第5-6

胸椎赤肉割合 (以下「 5-6赤肉割合Jと いう),第 11-12

胸椎赤肉割合 (以下「11-12赤肉割合Jと いう)も高く,

正肉歩留と赤肉割合は密接な関係があるものと思われた。

また,背脂肪の厚さ3部位平均が去勢,雌とも最も薄い

区で,TDN摂取量及びDGが比較的低い値であったこと
から,TDN摂取量が適正であれば脂肪蓄積量が少なくな

るため,結果としてと体断面の赤肉割合が高くなるものと

推測された。

一般成分では,雌は去勢より蛋自質,水分,灰分の割合

が高く,脂肪の害1合が低い傾向にあり,こ れが雌のほうが

上物率の高い一因であると思われた。

3)枝肉中の赤肉割合と格付の関係

枝肉中の赤肉・脂肪割合を化学成分との関係式より求め,

表 2に示した。これと枝肉のうち,と 場で上物に格付され

た頭数の書1合 (_L物率)との関連を検討した。上物率は去

性 ① ♂ ① ♀ ②   ♂・♀共通
区 分 1区 2区 3区 4区 5区 6区 7区 8区 9区 1区 2区 3区 4区 5区

前期 TDN
CP

77

17

77

15

75

17

73

17

73

15

後期 TDN
CP
77

15

77

13

75

15

73

13

73

15

77

13

75

15

73

15

頭 数 5 5 5 4 6 4 5 5 5 5 5 5

生年月 90年 8月 ～9月 91年 2月 ～ 3月
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表2 枝肉中の赤肉・脂肪割合と上物頭数及び飼料
要求率

枝肉の構成と化学組成との関係式幻

(骨抜き枝肉105鄭→

赤肉割合(%)‐ 17641%-0884911-1 389CP-16965C「

1旨防割合(%)‐ 126■ 82-12956W-0 9428CP-0&′8C「

注 WI水分のイ鮮,悧直(%)CPI蛋自質の化学分析値(%)

勢で48%,雌で61%と 雌が良好であった。全体では,赤肉
割合が52～58%の範囲で上物率が724%であった。
性別で赤肉割合をみると去勢は52%前後の区がほとんど

だったのに対し,雌は全ての区で54%を超えていた。この

赤肉割合の差が上物率に影響しているものと思われた。

以上のことから飼料効率や L物率等より去勢,雌別に最

適飼料区を求めると,以下の区が適正であると推察された。

2)夏期試験
1)発育成績
去勢で飼料要求率に,雌で飼料摂取量に有意な差が認め

られた。

去勢はTDN含量にはぼ比例した増体成績を示したが ,
雌においては一定の傾向はみられなかった。

リジン摂取量は去勢,雌とも20gをはぼ満たしていた。
エネルギー摂取量及びリジン摂取量とDGの関係は冬期に
比べ重回帰式の寄与率が低くはっきりした傾向は認められ

なかった。

2)と体成績及び枝肉 (骨抜き)一般成分
全ての項日に有意差は認められなかった。正肉歩留は冬

期に比べ去勢,雌とも3%以上優れていた。背IIE肪厚は雌
が.TDN摂取量増加にともない厚くなる傾向がみられ ,
冬期と同じく5-6赤肉割合,H-12赤肉割合が高い区が

正肉歩留も良好であった。

一般成分は,冬期と同様に雌は去勢より枝肉中の蛋自質,

水分,灰分の割合が高く,脂肪の割合が低い傾向にあった。

冬期に比べると脂肪割合は去勢,雌 ともにそれぞれ24ボ

イント,21ポ イントずつ低 く,こ れが冬期よりも■物率
が良い原因となっているものと思われた。

3)枝肉の赤肉割合と格付の関係
枝肉の赤肉割合とに物率の関係は表 2のとおりである。

上物率は去勢で60%,雌で72%と 雌が良好であった。全体
では,赤肉割合が52～58%の範囲で L物率69%であった。

性別では去勢は赤肉害1合が54～55%前後にあり,雌は全て

の区で56%を超えていた。いずれも冬期に比べ高く,上物

率が高い要因となっていると推測された。

以上のことから飼料効率や上物率等より去勢,雌別に最適

な飼料区を求めると,以下の区が適正であると推察された。

雌

肥育前期

後期

TDN75,CP15%
75-  13

注 平均舎内温度 203± 117℃

6)冬期と夏期の比較
冬期と夏期で飼料構成が一致する部分のDCを比較した。
冬期と夏期では平均舎内温度に約10℃の差があった。全体

のDG平均では夏期が89g多 く,雌ではその差148gに広
がり5%水準で有意な差が認められた。去勢は差が66gと
小さく,雌よりも温度差の影響が少ないものと思われた。

上物率は全体の平均で冬期が535%,夏期が66%と 夏期
が良好であった。

格落要因をみると厚脂 (腰の付着)がほとんどで,冬期
の去勢に多くみられた。枝肉全体の脂肪被覆による格落は,

夏期の去勢に多くみられた。

4 ま と め

(1)夏期は冬期より発育,と 体形質,上物率で上回って

いた。

2)冬期,夏期の適正な飼料区は次のとおりであった。
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「 DN77-CP15%

注 平均舎内温度 104± 086℃

性 ステージ 冬 期 夏 期

去勢
肥育前期

後期

TDN77-CP17%
75- 15%

TDN77-CP15%
77- 13%

雌
肥育前期

後期

TDN77-CP15%
77- 13%

TDN75-CP15%
75- 13%
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